


祝 創立百十周年

受け継ぐ技術、日々への挑戦
　　　〜未来を拓く金砂健児〜

校舎改築工程表

校長　西　聡 

（予定）
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　工藤嘉範会長はじめ同窓会の皆様には日ごろから母
校の充実発展のため温かいご支援を賜っておりますこ
とに御礼申し上げます。
　まずもって、去る９月２６日、秋田県民会館において、
秋田工業高等学校創立百十周年記念式典を挙行し、
式典、講演会、祝賀会とも成功裡に終えることができ
ましたことをご報告いたしますとともに、同窓生の方々
と喜びを分かち合いたいと思います。このたびの式典
では、こらからの日本を担っていくことになる若者た
る生徒たちを主役と考え、生徒が司会進行を始めとし
て、開・閉会式宣言、講演講師の紹介・謝辞など大き
な役割を担い、見事に大役を果たしました。来場者か
らは朗々と歌い上げた校歌や県民歌とともに、主体と
なった生徒の運営に温かい拍手が鳴り響き好評を博し
ました。また、式典後の会場の外では、秋工竿燈会の
生徒が自作の屋台で奏でるお囃子とともに竿燈演技を
披露しました。式典、講演会、竿燈演技を通じて後輩
たちの眩しい姿にうれし涙が出てきたとおっしゃる先
輩もおりました。
　秋工百十年。本校は県内の高校では、秋田高校（明
治六年創立）、大曲農業高校（同二十六年）、大館鳳
鳴高校（同三十一年）、横手高校（同三十一年）、秋田

北高校（同三十四年）、本荘高校（同三十五年）につ
いで七番目の歴史を数えます。秋工百年誌によれば、
明治初期の日本は、ペリー来航、西欧の洋式工業の導
入、造船・鉱山・繊維など主力産業の近代化、日清戦
争などを経て工業立国への機運が著しく高まり、秋田
県にも工業学校設立をと要望され、本校の設置に至っ
たとあります。以来、百十年の歴史を積み重ねてまい
りました。各地の同窓会に出席させていただきますと、
秋田を離れ知人もいない地で日本の国土づくりに秋工
のプライドを持ってがむしゃらに働いたことや、ラグ
ビー部員ではないが「あのラグビーの秋工か」と歓迎
され仕事がスムーズに運んだと語る方がおり、戦後の
復興に秋工ラグビーの活躍を重ね合わせていた先輩方
の熱き想いをお聞きします。
　秋工百十年の歴史は同窓の先輩方が作り上げてきま
した。百十一年目からは今の生徒たちが加わってまい
ります。彼らは部活動で心身を鍛え、ものづくり活動
で創造性や完成を磨き、社会に貢献する気構えを蓄え
ております。秋工での学びに自信と誇りを持ち、金砂
健児の勢力を生涯持ち続けていく人材を育てるべく、
日々教育活動に取り組んでまいります。今後とも母校
へのご支援ご協力をお願い申し上げます。
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西聡学校長挨拶 工藤嘉範同窓会長祝辞 前生徒会長挨拶
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記念式典　平成２６年９月２６日（金）　秋田県民会館　１３：００〜

学校功労表彰

記念講演
演題

「思うは招く」〜夢があればなんでもできる〜
講師　植松　努氏
株式会社植松電機　専務取締役
株式会社カムイスペースワークス　代表取締役
NPO法人北海道宇宙科学技術創成センター（HASTIC）理事
著書に「NASAより宇宙に近い町工場」

太田　光重様（前同窓会長）
福田　　廣様（前同窓会関西支部長）

菅原　　実様（PTA会長　平成18年度〜平成19年度）
進藤　　衛様（PTA会長　平成22年度〜平成23年度）

山方　　攻様（第25代　平成14年度〜平成16年度）
芳賀　　誠様（第26代　平成17年度〜平成18年度）
熊谷　隆益様（第27代　平成19年度〜平成20年度）
船木　賢咲様（第28代　平成21年度〜平成22年度）
新田　宏光様（第29代　平成23年度〜平成24年度）

学校功労表彰

やる気の出る、素晴らしい講演に感動しました。

校歌斉唱

君が代、校歌、県民歌、オーケストラピットで生演奏御臨席を賜り感謝いたします。

歴代校長表彰 同窓会功労賞

PTA功労賞
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記念祝賀会　９月26日（金）　秋田キャッスルホテル　１７：００〜

生徒による竿燈披露 鏡割り 東京秋工会による詩吟「秋田県民歌」

御列席ありがとうございます。 力強く、皆を鼓舞して 万感の想いを込めてエール

ラグビー部集合!ポプラ会の花を添えて 万歳！万歳！万歳！ 応援エールは大盛り上がり

《創立１１０周年記念事業》
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創立百十周年記念事業学校沿革史
明治３６年　２月　　　秋田県立秋田工業学校設置の件、
　　　　　　　　　　　文部省に申請
明治３６年　４月　　　秋田県立工業学校設置許可
　　　　　　　　　　　（本科機械科、本科建築科、専攻科及び
　　　　　　　　　　　別科を通じ、生徒定員１８０人として
　　　　　　　　　　　本校学則を制定）
明治３７年　３月　　　校舎保戸野金砂町に竣工
　　　　　　　　　　　（学校敷地１８,１９９.５９坪、
　　　　　　　　　　　建物本館６９８坪）
明治３７年　４月　　　中村速一氏初代校長発令
明治３７年　５月２日　授業開始。爾来この月日を以って
　　　　　　　　　　　開校記念日とする
明治４０年　３月　　　第１回卒業式挙行
　　　　　　　　　　　（機械科１６名、建築科１４名、別科２名）
大正１５年１２月　　　校歌制定
昭和　３年１１月　　　御大礼奉祝記念として校旗調整
昭和　９年　１月　　　全国中等学校ラグビー蹴球大会初優勝
昭和２３年　４月　　　学校改革により
　　　　　　　　　　　秋田県立秋田工業高等学校となる
昭和２６年　４月　　　定時制課程併設
昭和４０年　４月　　　全学年１０クラス
　　　　　　　　　　　（機械３、電気２、土木、建築、採鉱、
　　　　　　　　　　　冶金、工業化学）
昭和４７年　１月　　　寄宿舎（金砂寮）竣工
昭和６３年　１月　　　全国高等学校
　　　　　　　　　　　ラグビーフットボール大会１５回目の優勝
平成元年　　８月　　　金砂会館（同窓会館）完成
平成１３年　３月　　　金砂寮廃止
平成１３年１０月　　　定時制課程創立５０周年記念式典挙行
平成１５年　４月　　　二学期制開始
平成１６年　４月　　　三つの系によるくくり募集・入学開始
平成１６年　９月　　　多目的屋内運動場（金砂キューブ）竣工
平成１６年１０月　　　創立１００周年記念式典挙行
平成１９年　４月　　　二つの系によるくくり募集・入学開始
平成２０年　３月　　　定時制課程閉課程
平成２１年　４月　　　全学年６クラス、生徒定員７２０人となる
　　　　　　　　　　　（機械２、電気、土木、建築、工業化学）
平成２５年　４月　　　電気科を電気エネルギー科と改称
　　　　　　　　　　　１学年、学級定員３５人となる
　　　　　　　　　　　くくり募集をやめ、学科別募集・入学開始
　　　　　　　　　　　二学期制をやめ、三学期制開始
平成２５年　９月　　　校舎改築第一期工事着工
　　　　　　　　　　　音楽棟、武道館、体育館
　　　　　　　　　　　人工芝ラグビー場竣工、
　　　　　　　　　　　オープニングセレモニー挙行
平成２６年９月２６日　創立１１０周年記念式典挙行

■記念式典
　９月２６日（金）秋田県民会館　13：00～

■記念講演
　９月２６日（金）秋田県民会館　14：30～
　講師／株式会社植松電機　専務取締役　植松　努　氏

■記念祝賀会
　９月２６日（金）秋田キャッスルホテル　17：00～

■記念運動会
　４月３０日（水）八橋陸上競技場

■記念招待試合
　５月１日（木）
　硬式野球　八橋野球場（対 岩手県・一関学院高校）
　ラグビー　八橋球技場（対 北海道・札幌山の手高校）

■記念誌
　９月刊行

■記念秋工祭
　１０月２５日（土）

硬式野球　八橋野球場（対 岩手県・一関学院高校）

ラグビー　八橋球技場（対 北海道・札幌山の手高校）

《創立１１０周年記念事業》
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PTA会長挨拶　ＰＴＡ会長　高橋　修
　今、秋工は、創立１１０周年と新体育館建
築工事の真っ最中であり、重機の音と仕切り
壁のある空間は気ぜわしさと期待感が入り
交じった独特の雰囲気に包まれています。
　息子兄弟２人合わせて５年間に渡り秋工

にお世話になっておりますが、５年前の兄の入学時の状況を思う
と隔世の感があります。当時は、日本全体の景気がなかなか回
復せず、県内経済も低調な状況であったと思います。その後、東
日本大震災による日本経済の落ち込みは県内経済にも深刻な
影響を及ぼしましたが、復旧・復興需要や東京オリンピック開催
決定を受けて、現在は景気も回復基調に変わっています。この
厳しい期間中にあっても、秋工は就職率１００％を継続してき

ました。先日、ＰＴＡの会合で生徒の進路が話題となった際、
他校の厳しい就職活動の状況を聴く機会があり、秋工との違
いにとても驚いたところです。他に例を見ない秋工の就職の状
況は、入学時から就職を意識して生徒指導を行ってくださる
教職員の方 の々ご尽力のほか、同窓会の会員の皆様の力強い
支援によるものであり、この場をかりて改めて感謝申し上げます。
　本年度の就職状況は例年になく良いと聞いておりますが、こ
うした時こそ気を引き締めることが肝腎です。好調不調に拘わ
らず、生徒の就業意識を高めて社会に送り出すため、ＰＴＡと
しても最大限の活動を行うつもりです。同窓会員の皆様にお
かれましても、引き続き、ご支援、ご指導よろしくお願いします。

新任教頭先生挨拶　教頭　木浪　恒二
　今年４月に赴任いたしました教頭の
木浪恒二と申します。どうぞよろしくお
願いします。３月までは、秋田県教育庁
保健体育課に勤務し、学校安全に係わ
る仕事をしておりました。学校現場での

勤務は７年ぶりとなりますが、前任校では保健体育科の
教員、また剣道部の顧問として生徒と共に汗を流してお
りました。
　記念すべき創立１１０周年の年に赴任し、記念式典
をはじめとする各記念事業に立ち会うことができること
を大変誇りに感じております。

　現在学校では校舎改築工事が進められており、現校
舎の役割も残すところ数年となりました。校内には生徒
減により、使用されていない教室もあります。廊下を歩き
ながら、１２００名を超える金砂健児の勢力が校舎にあ
ふれていたことを想像し、秋工の伝統の重みをかみしめ
ているところであります。現在も生徒数（６５０名）こそ少
なくなっておりますが、伝統を受け継ぎ、人の役に立ち、
人が喜ぶものづくりを精力的に学んでおります。同窓会
の皆様には、今後も物心両面にわたるご支援をお願い
いたします。
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支部活動

　平成１２年７月に会員１１７名で発足
し、今年で１４周年を迎えることができ
たことは、会員を始め同窓会本部並び
に母校の御支援御協力のお陰であり
感謝申しあげます。

　毎年、総会を開催し、親睦と情報収集をしており、今
年の総会は、同窓会から嵯峨副会長、母校から木浪教
頭先生の御臨席をいただき開催しました。
　総会の前に、嵯峨副会長からは、本部総会で、太田
会長が辞任し、新会長に工藤嘉範氏が就任されたこ
と。また改築中校舎の支援は完成後に対応すること。さ
らに、創立１１０周年事業の記念式典・祝賀会の参加と
同窓会への御支援御協力を要請されました。
　木浪教頭先生からは、学校の現状や進路状況のほ

か、各部活動などの御説明があり、改めて母校・後輩に
一層の御支援をお願いされ、出席者一同、支援に努め
ることを確認したところです。
　発足時から男鹿駅伝競走大会出場の選手の支援・
激励を行っており、今年は７年ぶりに優勝したことで、懇
親会は大盛況でした。
　現会員は８２名ですが、新規会員の加入促進に努め
ることにしております。
　今後とも同窓会会員の皆様の一層の御支援御指導を
お願いします。

男鹿支部報告　支部長　大高　務（昭和３９年 土木科卒）

　「東海支部同窓会」は今年（２０１４
年）創立3 0周年を迎え、６月１４日
（土）記念総会を盛大に開催すること
ができました。この記念総会で4代目の
会長に就任致しました“森合”です。

　現在の会員数は約１５０名（内、平成の卒業生が４０
名）、総会・懇親会への出席数は毎年30名前後で推移
していますが、東海地区は製造業が多いことから少な
いながらも毎年新人も入会し、懇親会は壮年・熟年・青
年・若者が楽しく語り合う場になっていると自負しており
ます。特に近年は秋田県人会のご協力を得て、「秋田美
人の綺麗どころ（踊りの会）」にもご参加いただき懇親
会に華を添えてもらっております。
　年間行事としては、年末の駅伝大会（京都）やラグビ

ー大会（大阪・花園）への応援はもちろん、関西支部と
の合同懇親会や有志によるゴルフ・カラオケ・忘年会な
ど盛りだくさんです。今年は母校創立110周年の年でも
あり、同じ年に東海支部も30周年という事で、周年が重
なる何かの縁を感じており、次の40周年に向けてこれか
らも支部活動を行ってまいります。
　私は昭和42年（1967年）に卒業し47年になりますが、
最初の立替校舎にも入ることなく、今2回目の校舎改築
工事が始まっており、2017年（平成29年）末の完成予定
と伺っております。まだ現役で働いている関係でなかな
か秋田に帰る機会が少ないですが、会長に就任したこと
もあり母校を訪ねる回数を増やし、本部同窓会の懇親
会にも是非出席したいと思っております。今後とも東海
支部へのご支援を宜しくお願い致します。

東海支部報告　支部長　森合　久春 （昭和４２年冶金科卒）
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工藤新会長挨拶

新入会員歓迎

幹事引き継ぎ

平成 26 年度 秋工同窓会総会の報告
企画委員会担当副会長 池田　昌憲 （昭和４７年建築科卒）

のスカイバンケット・アゼーリアに移動し、ゴスペル
クワイヤ「ザ・スーパーインプレッション」のパワフ
ルな歌声でのアトラクション（メンバーの中に同級生
がおりました）をはさんで懇親会へと移行し、東京
秋工会三平俊悦会長（昭和３９年建築科卒）より乾
杯のご発声をいただき、賑やかに歓談いたしました。
旗を振り、応援歌を唄い、あっという間に時間が経っ
て、恒例により、出席した先輩の越渕綾元副会長（昭
和２９年工業化学科卒）より中締めをしていただきま
した。
　 ( 6 )のつく幹 事 の
方々、大変お疲れ様で
した。また、(7)のつく
卒業生の方々は来年
の幹事よろしくお願い
致します。工藤嘉範新
会長のもと、平成30年
完成予定の校舎改築
及び今年本校創立１１０周年を迎えるにあたって、同
窓会活動をもっともっと活性化していきたいもので
す。（敬称略）

　平成26年度秋工同窓会総会が毎年恒例の５月最終
土曜日、31日午後4時より秋田キャッスルホテルを会
場に行われました。
　西聡校長先生、秋商雄水会鈴木茂夫会長並びに高
橋修PTA会長をはじめとするご来賓の方々にご臨席を
賜り、総勢74名の参加者を数えるに至りました。各種
案件も無事承認をいただき、約１時間後、定刻どおり
に総会を終えることが
できました。特に今回
は会長及び副会長1名
の欠員が生じたことに
よる役員の一部改選が
行われ、新会長には工
藤嘉範秋田県議会議
員（昭和５１年土木科
卒）、新副会長には渡辺哲夫ROB会長（昭和４３年機
械科卒）が選任されました。新体制のもと同窓会をさ
らに充実していきたいものです。
　太田光重前会長、中野直前副会長には長期に渡
り、ご尽力いただき、あらためて感謝申し上げます。
本当にありがとうございました。今後共、ご指導ご鞭
撻の程よろしくお願い申し上げます。

　今回より新入会員
の紹介を、総会時に行
うこととし、今年２６
年３月に卒業した門間
要、長谷川琢也、武田
伸司（以上機械科）、
大関隼太郎、木曽佑亮
（以上電気科）、佐々

木道、佐藤隆仁（以上建築科）、佐藤駿（工業化学
科）の８名の紹介がありました。その後、会場を７階
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倉田さん「ＡＳＪ」に認定される
　「秋田のかわいいばあちゃん」(ＡＫＢ)と、「秋田のすてきなじいちゃん」（ＡＳＪ）を「Ｎ
ＰＯエイジフレンドリーあきた市民の会」が、９月２０日６４～９５歳の男女計１４人
を選任、そのお一人に、同窓の倉田利男さん（機械２８年卒ー旧国鉄）が、認定されま
した。
　倉田さんは在学中、昭和２６、２７年にラグビー全国制覇を経験。国鉄退職後パソコ
ンサークルを立ち上げ、主に高齢者を対象に、使い方を教えながら、シルバー世代がパ
ソコンのみならず、地域社会においてコミュニケーションを気軽に取れる活動もしてい
るそうです。	
　今後は、もっと身近な者どうしが楽しめる、地域活性イベントを考えて実行したいと
生き生きと、語ってくださいました。	

　平成１７年５月、秋工同窓会長を拝命し、本年まで続けて参りましたが、昨年１２月
体調を崩し、本年５月、同窓会長職を工藤嘉範さんに託しました。同窓会長在任中は、
学校当局、ＰＴＡ及び各地区同窓会支部の皆様方には、大変お世話になりました。
　思いおこせば、現役生徒に対しましては、自分の社会経験を基に接してきましたが、
これからも世界に通ずる秋工生になって活躍することを、心から願っています。
　同窓生諸氏には、今後工藤会長を中心として、秋工同窓会が更なる発展をして行くこ
とに、力添えを希望します。

　昭和３１年機械科A組卒（代表 太田光重氏）の有志の方々から同窓会に、１０万円のご
寄付をいただきました。
　有志の方々は、学校創立１１０周年に向けて、少しずつ貯めていただいたものです。１０月
２８日同窓会館にて西校長同席のもと工藤会長に贈呈されました。

同窓生の皆さん、ありがとうございました。前同窓会長（現相談役）太田　光重（昭和３１年機械科卒）

有志の方より10万円の寄付を頂きました

倉田利男さん
同窓会館にて
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 【哀　悼】謹んでご冥福をお祈りいたします。（平成２５年１０月１日～平成２６年９月３０日）

秋田工業高等学校同窓会支部・部会一覧
支部名 役　職 代表者氏名 郵便番号 事　務　局　住　所 電話番号所

北 海 道 支 部 支部長 渡　部　　　猛 065-0006 札幌市東区北六条東八丁目 1-2-502　渡部秀樹方 011-712-3502
仙 台 支 部 支部長 大　島　喜三郎 982-0032 仙台市太白区富沢三丁目 13-7　大島喜三郎方　 022-244-1473
東 京 秋 工 会 会　長 三　平　俊　悦 216-0035 神奈川県川崎市宮前区馬絹 855-3　三平俊悦方　 044-852-0891
静 岡 支 部 支部長 大　槻　　　栄 424-0003 静岡市清水区蜂ヶ谷 456-7　佐々木健男方 054-364-4351
東 海 支 部 支部長 森　合　久　春 470-2362 愛知県知多郡武豊町字六貫山 1-70　塚本憲夫方　 0569-72-5845
関 西 支 部 支部長 菅　　　光　夫 572-0031 大阪府寝屋川市若葉町 13-3　木村忠雄方 072-826-3136
鹿 角 支 部 支部長 柳　澤　隆　次 018-5201 鹿角市花輪字下中島 102　柳澤隆次方 0186-23-2233
大 館 支 部 支部長 川　井　隆　治 017-0845 大館市泉町 6-22　奥羽電気設備 ( 株 ) 内 0186-42-1870
北 秋 支 部 支部長 簾　内　　　勇 018-3343 北秋田市今泉字今泉 7　簾内　勇方 0186-67-2095
羽 城 支 部 支部長 渡　部　久　男 018-1504 潟上市飯田川飯塚字水神端 33-3　渡部久男方 018-877-3807
男 鹿 支 部 支部長 大　高　　　務 010-0341 男鹿市船越字寺後 54  藤原　誠方 0185-35-3067
大 曲 ・ 仙 北 支 部 支部長 伊　藤　正　之 014-0047 大仙市大曲須和 2-2-28　伊藤正之方 0187-62-4231
由 利 本 荘 支 部 支部長 木　内　　　了 015-0852 由利本荘市一番堰 267 木内組土建（株）内 0184-22-4108
横 手 ･ 平 鹿 支 部
湯 沢 ･ 雄 勝 支 部 支部長 須　田　治　哉 012-0824 湯沢市裏門 2-2-46　須田治哉方 0183-73-0299
泉 ･ 八 橋 地 区 金 砂 会 会　長 渡　辺　佐　文 010-0953 秋田市山王一丁目 1-1　秋田市役所都市整備部　赤川孝則方 018-866-2153
秋田市南部地区金砂会 会　長 佐々木　文　勝 010-1421 秋田市仁井田本町 5-1-62　( 株 ) 北勢工業内 018-839-6516
秋工同窓勝平地区有志の会 会　長 佐々木　善　雄 010-1606 秋田市新屋寿町 1-24　佐藤一紀方 018-862-7155
秋 田 県 警 金 砂 会 会　長 若　狭　武　志 010-0951 秋田市山王 4 丁目 1 番 5 号　秋田県警察本部捜査第二課　藤原　力方 018-863-1111

金砂クラブ部会 ･ 団体
部会 ･ 団体名 役　職 代表者氏名 郵便番号 事　務　局　住　所 電話番号所

電 気 部 会 会　長 加賀谷　　　忠 018-1502 潟上市飯田川下虻川字両又 57-7　( 有 ) 鐙電工 内　鐙　誠司方 018-877-6743
建 築 部 会 会　長 伊　藤　　　満 010-1221 秋田市雄和平沢字舟津田 78-1 伊藤工業（株）内 018-886-2135
設 備 部 会 会　長 三　浦　清　一 010-0013 秋田市南通築地 16-11( 有 ) 太平工務所内　藤井　進方 018-833-0664
金 砂 エ ス ピ ッ ク 会　長 工　藤　行　雄 010-0062 秋田市仁井田本町 6-4-11( 株 ) 水建技術内　宇佐見昭一方 018-829-2131
土 木 科 同 窓 会 会　長 岩　沢　光　夫 010-0013 秋田市南通築地 16-11( 有 ) 太平工務所内　藤井　進方 018-833-0664
ポ プ ラ 会 会　長 土　田　久美子　 010-0973 秋田市八橋本町 6-11-14( 株 ) トクミツ建築企画　小玉聖子方 018-824-1868

故人ご芳名 卒　年 科 住　所

佐　藤　　　温 Ｓ２０ 機械・旧職員 秋 田 市
長浜谷　覃　也 Ｓ３２ 電気・旧職員 秋 田 市
草　彅　幸太郎 旧職員 大 仙 市
田　口　光　一 旧職員 秋 田 市
寺　田　成　實 Ｓ１７ 機　械 秋 田 市
小　熊　　　豊 Ｓ３０ 機　械 南 秋 田 郡
泉　谷　忠　士 Ｓ３７ 機　械 秋 田 市

故人ご芳名 卒　年 科 住　所

原　田　征　夫 Ｓ３７ 機　械 静 岡 県
保　坂　春　従 Ｓ４７ 機　械 秋 田 市
三　浦　義　信 Ｓ４７ 機　械 秋 田 市
菊　谷　善　己 Ｓ５６ 土　木 秋 田 市
辻　　　修次郎 Ｓ１７ 冶　金 秋 田 市
佐　藤　秋　雄 Ｓ３７ 冶　金 愛 知 県

（敬称略・事務局判明分）

　熊谷　清仁 先生（昭和５８年機械科卒）
平成２５年度「優秀職員表彰者」として文部科学大臣より表彰されました。

熊谷先生は、昭和６０年から現在まで、横手工業高校はじめ本校の機械科において
生徒指導に携わってこられ、その業績が認められ、今回の表彰となりました。

これからも、更なるご活躍をご期待申し上げます。

平成２６年度秋の叙勲
瑞宝中綬章　 村井　幸一（昭和２５年冶金科卒）秋田市

教育研究功労 秋田大名誉教授

文部科学大臣表彰
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　母校創立１１０周年記念事業に際しては、学校、ＰＴＡ、同窓会の実
行委員の方 に々は、大変ご苦労をおかけしました。今回の同窓会誌は、
１１０周年記念号として編集しましたので、紙面の都合上同窓生及び生
徒の活躍原稿の掲載が少なかったことを、お詫び致します。
　これから、寒い季節に向かいますので、同窓生諸氏には、お体にお
気をつけられますことを、お祈りしております。	 　　　 （熊地）

平成25年度 会務報告
平成25年度 秋工同窓会本部事業一覧

期　日 事　業　名 場　所
4月18日（木）企画委員会１回目 同窓会館
4月25日（木）企画委員会２回目・当番幹事会合同会議 同窓会館  
5月15日（水）役員・幹事会 イヤタカ
5月25日（土）平成２５年度年次総会・新会員歓迎会 イヤタカ
7月12日（金）会長・副会長会議 イヤタカ
8月21日（水）広報委員会１回目 同窓会館
8月23日（金）広報委員会２回目 同窓会館
9月30日（月）秋工祭ブース打合せ、企画委員会３回目・４部会合同会議 同窓会館

10月19日（土）秋工祭同窓会ブース開設 母校体育館
11月20日（水）同窓会誌第４８号発行
2月28日（金）同窓会長賞授与式 母校体育館
2月28日（金）同窓会入会式 母校体育館

※同窓会長賞　技術・技能の分野で特に優れた卒業生（H24年度4名受賞）

平成25年度 同窓会支部・部会総会開催一覧
期　日 事　業　名 出席者
6月8日（土）東海支部総会 太田同窓会長
6月9日（日）関西支部総会 〃

6月10日（月）金砂クラブ4部会総会 〃
6月28日（金）北海道支部総会
6月29日（土）男鹿支部総会 嵯峨副会長
7月5日（金）東北機械支部総会 土田副会長
7月6日（土）土木科同窓会総会 鈴木副会長

10月5日（土）ポプラ会総会 土田副会長
11月2日（土）東京秋工会総会 太田同窓会長

11月10日（日）静岡支部総会 〃
11月14日（木）由利本荘支部総会 〃
11月22日（金）南部金砂会総会 〃
11月29日（金）大仙仙北支部総会 〃
12月2日（月）秋田市役所金砂会 土田副会長

平成25年度 一般会計決算書

編集後記

　同窓会では同窓生宅も含め電話での問い合わせを一切しておりま
せん。近年になり、同窓生ならびに同窓会を騙った不審な電話がかかっ
てきたという連絡が多数あります。昨年の会誌でもお願いいたしました
が、同窓生の方はもちろん、近親者の方も含めこのような電話がかかっ
てきても、すぐに連絡先を教えたりすることのないよう、十分にご注意願
います。万が一、実害などがある場合は、直接警察に相談して下さい。

（名簿担当 副会長 鈴木誠一）

会費納入のお願い「会員の皆様へ!!」 同窓会会員への不審電話について

　同窓会活動の充実と後輩を支援するために、卒業生のご理
解とご協力は欠かせません。経済状況の厳しい中で心苦しい
ところですが、少しでも多くの方々に会費を納入していただけ
れば、大変助かります。
●会費：年額２千円 ●納入期日：１２月末日までお願いします。
●納入方法：同封の会費専用郵便振込用紙でお願いします。（手数
料無料）※なお、同窓会に直接持参されても歓迎いたします。

（財務担当 副会長 嵯峨兼信）

科目 予算額 決算額 比較増減 摘要
会費 3,629,400 3,439,430 △189,970
　１.在校生会費 1,229,400 1,213,600 △15,800 生徒12ヶ月分
　２.同窓生会費 2,400,000 2,225,830 △174,170
繰越金 2,734,749 2,734,749 24年度繰越金
広告賛助金 250,000 322,000 72,000 34社
雑収入 851 1,880 1,029 タイピン売上、預金利息
合 計	 6,615,000 6,498,059 △116,941

収入の部

科目 予算額 決算額 比較増減 摘要
会議費 400,000 157,813 △242,187
　１.総   会   費 200,000 114,983 △85,017
　２.役員会議費 200,000 42,830 △157,170
事務費 1,956,000 1,734,768 △221,232
　１.事務手当 1,176,000 1,176,000 事務員手当
　２.事務諸費 50,000 33,933 △16,067 事務局消耗品
　３.印 刷 費 30,000 0 △30,000
　４.通 信 費 250,000 199,722 △50,278 電話・FAX・郵送代
　５.旅     費 300,000 215,666 △84,334 支部総会出席
　６.光 熱 費 120,000 85,297 △34,703 灯油・ガス代
　７.消耗品費 30,000 24,150 △5,850 事務用消耗品
事業費 3,010,000 1,985,677 △1,024,323
　１.会報発行費 2,500,000 1,388,000 △1,112,000 印刷代、封筒代、送料
　２.慶 弔 費 100,000 51,000 △49,000
　３.支部祝金 200,000 150,000 △50,000
　４.新会員歓迎費 100,000 96,862 △3,138 会員章　他
　５.褒 賞 費 60,000 264,600 204,600 同窓会長賞（18名）
　６.同窓会ブース準備費 50,000 35,215 △14,785
雑費 249,000 224,683 △24,317
特別会計繰入金 1,000,000 0 1,000,000
合計 6,615,000 4,102,941 △2,512,059

( 単位：円 )支出の部

( 単位：円 )

収入総額 6,498,059 支出総額 4,102,941 差引残高 2,395,118

担当副会長：志賀新一 昭42C
委　員　長：熊地春悦 昭37M　副 委 員 長：伊藤満 昭54C
委　　　員：下総大 昭51E・大友孝治 昭54H・佐藤敏和 昭62H
　　　　　　今野洋子 昭62K／本間国裕 平7Z

《広報委員会》

事 務 局 だ よ り
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秋工祭同窓会ブース
平成２６年１０月２５日（土）

　【協賛】 金砂クラブ設備部会・金砂クラブ建築部会・金砂クラブエスピック　金砂クラブ電気部会は都合により今年はブースはありません。

建築部会

金砂エスピック

設備部会

歴代の校舎模型展示、懐かしいねＯＧによる展示案内

適確な技術に興味津 ！々建築設備は素晴らしい技術の宝庫

コツの伝承タイムトライアル「先輩！遅いっす！」

「ＣＡＤによる３Ｄ実演」「建築物写真の展示」

「技術伝承」

「測量競技」

生徒による同窓会ブースの飾り付
プロの技を見てください!!
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私が卒業して半年が過ぎました。私は東北発
電工業株式会社に入社しました。現在は福島
県にある原町火力発電所に勤務しています。
支社には秋田工業OBの方々が沢山おり、現場
で中心となって活躍しております。そんな先輩

方に早く近づけるように努力しております。主な仕事内容は発電所
内の設備の役割や修理方法について先輩方に教わりながら現場

の手伝いや事務処理を行っています。また様 な々知識や技術を身
に付けるための研修を行っています。
最後になりますが私は社会人として学ぼうとする意識が大切だと
感じました。初めてのことで分からない事が沢山あるなかでいかに
自分から学ぼうとするかで今後に大きく影響すると思います。今後
の自分自身の目標の達成へ向け頑張ってください。期待していま
す。

　私が卒業して半年が過ぎました。私は今春か
ら『東部ガス株式会社』に入社し、社会人とし
てのスタートを切りました。現在、供給ガスの生
産の部署に配属され、ガスを製造する設備の
巡視点検やモニター監視を主に行っています。

機械科で学んだことが活かされる職業なので、秋田工業で過ごし
た３年間はとても貴重な時間だったと最近は特に実感しています。
　現在３年生の皆さんは、就職・進学に向けた活動の真っ最中の
ことと思います。それぞれの進路実現に向け今まで培ってきたもの
を存分に発揮してください。私が働いている会社でも多くの秋田
工業の先輩方が活躍しています。会社や現場の中心となって活躍
する先輩方の姿を見るだけでとても励みになります。同時に秋田工

業の１１０年の伝統と実績を再認識しました。私はまだまだ未熟で
すが、先輩方の背中を見て仕事を覚えいち早く一人前になれるよう
に努力を続けています。私が日々心がけていることは『受け入れる
こと』です。これは、何事にも心を開くことです。否定から入ってい
ては、折角のアドバイスやチャンスものがしてしまうことでしょう。教
わったこと聞いたこと、全てを受け入れて自分のものにしていくこと
が大切だと思います。
　最後になりますが、社会に出ると高校生のとき以上に勉強の毎
日です。辛いときも、大変なときもあります。遊びたくても遊べない日
が続きます。共に３年間を過ごしてきた友達を大切に残り少ない高
校生活を楽しんでください。そして各 の々目標を達成してください。
期待しています。

OBの活躍

U-20ラグビー日本代表に成田君、三浦君選出
　香港で４月７日に開幕したラグビー、ジュニア・ワールド・トロフィーの日本代表に成田秀平君（平成２５年
土木卒－明大２年）、三浦昌悟君(平成２６年機械卒東海大１年）の二人が選出された。優勝チームは、来年
の世界ジュニア選手権の出場権を獲得する。

佐々木悟君　琵琶湖毎日マラソンで２位
３月２日アジア大会代表選考を兼ねた琵琶湖毎日マラソン
で、佐々木悟君（平成１６年電気卒ー大東大ー旭化成）が、
自己記録を１分４１秒更新し２時間９分４７秒で、日本選手
最高の２位にはいった。残念ながら、大会代表には選考され
なかったが、２０１６年リオデジャネイロ五輪につながる、
来年の世界選手権を目指して頑張ってもらいたい。

『受け入れることをモットーに何事にも心を開く』　武田　伸司 （平成２６年機械科卒）

『常に学ぼうとする意識を大切に!』　赤田　陽希 （平成２６年機械科卒）

全日本競歩大会男子２０Ｋｍ	
小林快君４位　学生選手権は優勝
　３月１６日、石川県能美市で行われ、陸上全日本
競歩大会で、小林快君(平成２３年機械卒ー早稲田
３年）が、１時間２２分２５秒で４位に入り、併せ
て行われた全日本学生選手権大会で優勝した。
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全国高校選抜大会結果
柔道
全県総体結果

陸上

バレーボール
バドミントン
体操　

柔道

ボクシング

ウエイトリフテング

空手道
テニス
ラグビー
少林寺拳法

水泳

学校対抗男子総合２位
男子トラック総合 １位
1500m １位 湊谷春紀・２位 續木悠也
5000m １位 湊谷春紀・２位 松尾淳之介
3000mSC １位 續木悠也・２位 伊藤篤也
5000mW １位 松尾祐希・２位 加賀屋拓海
団体 ２位
団体 １位
男子団体 ２位・女子団体 ２位
跳馬 ２位 畠山璃子
鉄棒 ３位 千葉柊作
団体 １位
73kg 級 １位 佐藤大樹
100kg 級  １位 本庄谷孝晃・２位 中林藤仁
100kg 超級  １位 清水拓実・２位 伽羅谷匠
ライト級 ２位 鳥海颯太
ウエルター級 ２位  山谷拓也
団体 ２位
105kg 級  ２位 石田尚己
女子個人組手２位 嵯峨桃音
複２位 村山智之・菅原拓馬
２位
男子学校対抗１位
男子組演武の部 １位 朝倉侃人・須田大輝
　　　　　　　 ２位 朝倉侃人・加賀谷航
男子単独演武の部 １位 須田大輝
100m 平泳ぎ １位 佐良土智之
200m 平泳ぎ ２位 佐良土智之

団体 出場
県民体育大会結果

東北大会結果
11 名出場　3000mSC １位 續木悠也
団体出場
男女団体出場
団体出場・複 1 組出場
２名出場
単１名・複１組出場
４名出場
団体出場・個人 10 名出場
100Kg 級 ３位 本庄谷孝晃　100Kg 超級 １位 清水拓実
１名出場
団体出場
５名出場

陸上競技
バレーボール
体操
バドミントン
少林寺拳法
テニス
空手道
柔道

ウエイトリフティング
ラグビー
水泳

1500m １位 湊谷春紀・２位 松尾淳之介
5000m １位 湊谷春紀・２位 松尾淳之介
3000mSC １位 續木悠也・２位 伊藤篤也
男子団体 ２位
100kg 級 ２位 本庄谷孝晃
無差別級 １位 清水拓実・２位  伽羅谷匠
女子個人組手 ２位 寺谷優花
50m 平泳ぎ １位 佐良土智之
100m 平泳ぎ ２位 佐良土智之
200m 平泳ぎ ２位 佐良土智之

陸上

バレーボール
柔道

空手道
水泳

国民体育大会結果
5000m ３位 湊谷春紀
大塚綾人出場
櫻田誠治出場
少年女子組手 寺谷優花

陸上
バスケットボール
バレーボール
空手道

全国高校総体結果
陸上
バドミントン
柔道
体操　
少林寺拳法
空手道

３名出場・3000mSC 2 位 續木悠也
団体 出場
団体 出場 ２回戦敗退・個人３名出場
個人 ３名出場
３名出場
１名出場

全国都道府県対抗男子駅伝結果
陸上 ４名出場
春の高校伊那駅伝結果

陸上 ３位
全日本空手道選手権結果

空手道 ２名出場

全日本ジュニア柔道選手権大会結果
１名出場 100kg 超級 清水拓実

全日本ユース（U-18）フットサル東北大会結果
サッカー

バレーボール

マーチングバンド

３位
全日本７人制ラグビー全国大会結果

ラグビー 出場

全日本バレーボール高校選手権大会県予選

マーチングバンド・バトントワーリング東北大会
２位	

高校の部　銀賞

平成 25 年度 第 42 回秋田県工業系高校生徒による建築設計作品コンクール審査結果
知事賞　小野菜摘 小玉有柚香 佐藤大斗
教育委員会教育長賞　佐藤隆仁 佐藤美憲 三浦貴久
日本建築学会東北支部長賞　笹渕春花 田村悠 八端大夢



【区間1位】▶︎１区（10キロ）＝湊谷春紀30分23秒▶２区（３キロ）＝安藤駿８分34秒▶３区（8.1075キロ）＝松尾淳之介24分27秒▶４区
（8.0875キロ）＝菅原勇聖25分26秒▶５区（３キロ）＝齋藤椋８分24秒▶６区（５キロ）＝石井僚14分42秒▶７区（５キロ）＝續木悠也15分13秒

花園の夢潰える！

 駅伝｜秋工独走2年連続20度目V

 ラグビー｜第９４回全国高校ラグビー大会秋田県予選決勝

　メカクラブレーシング班は、ものづくりと省エネの両立を念頭
に、乾電池や燃料電池を動力源とした乗り物「スモールモビリ
ティー」の可能性を追求しており、５月に行われたワールドエコ
ノムーブ・燃料電池部門で２年ぶり２度目の優勝を果たした。
　同班は昨年１１月に行われた「全国エコデンレース」（全国
自動車教育研究会主催・大阪万博記念公園）バッテリー部門
で第３位に入賞している。さらに２月に行われた「低炭素杯
２０１４」（環境省主催・東京ビッグサイト）で秋工の実践例と
それが継続されていくことの必要性を力強く発表し、企画・審
査員特別賞の「ソーシャルイノベーション賞」を受賞している。

メカクラブ同好会ＷＥＭ（燃料電池部門）２度目のＶ今野息吹君（建築科２年）外務大臣賞受賞！！

　第 94 回全国高校ラグビー大会県予選決勝戦は 11 月 1 日（土）秋
田市のあきぎんスタジアム（八橋球技場）で行なわれた。前半は堅
守でしのぎ、ロースコアの展開に持ち込んだが、後半に突き放され
０-20 で押し切られた。残念ながら花園出場はなりませんでした。
　今大会チーム最多の 5 トライを決めたＷＴＢ藤原一希選手（２年）
は「先輩たちと一緒に花園に行きたかった。この悔しさを忘れず、
来年雪辱したい」と前を向いていた。
　当日は、工藤同窓会長はじめ、多くのＯＢよりご声援を頂きました。
誠にありがとうございました。

　外務省と日本国際連合協会の主催で（10 月
20 日、国連大学―東京）行われた「国際理解・
国際協力のための高校生の主張コンクール」で
最高賞に当たる特賞（外務大臣賞）に選ばれた。　
今野君は１月の海外研修（フィリピン）時体験

したことを発表に盛り込み９月に行われた秋田県大会で最優
秀賞となり全国大会出場を決めた。今回「もしも私が国連の
事務総長なら国連で何をすべきか」と題して食糧問題解決
を訴えた。特賞の副賞として米ニューヨークの国連本部見
学、国連関係者と懇談する。

　男子第65回全国高校駅伝県予選が10月12日、秋田市の
県都一周長距離公認コースで男子22校が出場して行われ
た。７区間42.195キロの男子は、秋田工が２時間７分９
秒で２年連続20度目の優勝。同コースの新記録で、２位
以下を大きく引き離す圧勝だった。全国高校駅伝（12月
21日・京都市）、東北大会（11月６日・岩手県花巻市）
に出場する。
　１区で大きくリードした秋田工が、２区以降も他校を
引き離し続けた。秋田工は、１区湊谷がスタート直後か
ら先頭に立ってリードを広げ、２キロで後続に30メートルほどの差をつける独走状態となり、２位に１分37秒差をつ
けてリレー。一人旅になった２区以降の６選手もペースを緩めずにつなぎ、いずれも区間トップの好走を見せた。

秋工 0 － 20 秋田中央
  前半（0－3）後半（0-17）


